
事業所名：地域密着型小規模特別養護老人ホーム ラシュレ樹の里 

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

令和４年８月（開催中止） 

参 加 者 議   題 

入居者        0名 

（以下、照会にて） 

入居者家族     8名 

地域住民の代表者  1名 

市職員        1名 

地域包括支援センター職員  1名 

（1）入居者の状況報告 

（2）サービス状況報告 

（3）身体拘束に関する取り組みについて 

（4）意見集約 

（5）連絡事項 

会    議    録 

（１）入退居者数、稼働率等の報告 ※別紙参照 

 

（２）・外出、レクリエーション、行事等の実績報告 

・ボランティア活動報告 ※別紙参照 

   

（３）身体拘束実施状況報告 ・身体拘束ゼロを継続中 ※別紙参照 

    

（４）※照会にて 

 市職員より ※書面にて問い合わせ、電話にて返答済み。 

Ｑ． 「身体拘束を行わないための代替案や工夫事例を各部署に伝達し共有し 

た。」とあるが具体的な代替案又は事例を教えてください。 

Ａ． 徘徊しないように車椅子やベッドにひも等で四肢を縛る 

   →ご本人様の落ち着ける居場所を整えたり何かに集中できる役割を作 

る。フロア全体で転倒リスクの把握や情報共有をし、職員の事故防 

止に対する意識向上と応援体制の構築を行っていく。 

 

  Ｑ．現在、新型コロナ感染者数が増加しており「高止まり」の状態だと言わ 

れていますが入居者様とそのご家族様との面会はどのように対応して 

いるか。 

  Ａ．ワクチン接種済のご家族様はアクリル板越しではあるが直接面会をして 

いただいている。ワクチン接種されていない方（新生児含む）はWeb 

面会を行っている。 

 

 地域包括支援センターより 

特にありません。 

 

 地域住民の代表Ａ様より 

特にありません。新型コロナウイルス感染に気を付けてください。 

 

（５）次回（予定）：令和４年１０月２４日（月） １３時３０分～ 

 

 


